
The Y’S Men’s Club of IBARAKI

8 月例会プログラム

巻頭言
村田 淳

6 月より入会いたしました、村田淳（あつし）と申し
ます。2001 年より 2005 年までボランティアリーダ
ーをしており、今回 10 年ぶりに茨城 YMCA に戻って
くることとなりました。若輩者ではありますが皆さま
どうぞよろしくお願い申し上げます。

リーダーをしていた当時から、茨城 YMCA のような
地域社会にとって意義ある活動を、お金の面からどのよ
うに支えられるか、という問題意識が（漠然とではあり
ますが）あり、大学そしてリーダーを卒業してからは一
貫して金融業界で働いてきました。この問題意識は私自
身のライフワークであり、茨城 YMCA はこれを与えて
くださった、私にとって人生の原点とも言える大切な場
所です。そのような場所に戻ってくることができたこと
を嬉しく思います。

私事ではありますが、昨年わが家に待望の第一子（長男）
が誕生いたしました。リーダーの頃、就学前や小学生の
子どもたちと一緒に活動していたことを思えば、時の流
れを感じます。息子をはじめとして、皆が笑顔で暮らせ
る未来を迎えられるよう、微力ではありますが活動して
いきたいと思います。

入会式での村田さん

と き：2015 年 8 月 7 日（金） PM 19:00～21:00
ところ：YMCA 会館

司会 土谷 明男

開会挨拶と点鐘 会長 片山 啓

ワイズソング

ワイズ信条

1 自分を愛するように 隣人（りんじん）を愛そう

1 青少年のために YMCAに尽くそう

1 世界的視野をもって国際親善をはかろう

1 義務を果たしてこそ権利が生ずることをさとろう

1 会合には出席第一社会には奉仕第一を旨としよう。

今月の聖句と食前の感謝・食事 井上 恒久

協議

今年度の活動方針と計画（別紙参照）

片山 啓

ハッピーバースデー&おめでとう結婚記念日

スマイル ドライバー 稲本 修一

茨城ＹＭＣＡ報告 宮田 康男

9 月例会の日程、司会者,食前感謝,ドライバー,ゲスト、巻頭言

閉会挨拶と点鐘 会長 片山 啓

7 月の例会

fuukei

CS
（Community Service）

強調月間テーマ

今月の聖句
「主はあなたを苦しめ、飢えさせ、あなたも先祖も味わったこ

とのないマナを食べさせられた。人はパンだけで生きるの
ではなく、人は主の口から出るすべての言葉によって生き

ることをあなたに知らせるためであった。 」
（申命記 8 章 3 節)

出席者 会員 8 名 メネット 0 名

7 スタッフ 3 名 (リーダー 0 名)

月 ゲスト 1 名 出席総数数 12 名

例 在籍者会員数 15 名 会員出席率 53 %

会

2015-16 年度 会計報告 会計：井上恒久

6 月末繰越金 5,730
7 月収入

会費 16,000
スマイル 3,000
食事代 8,000

7 月支出
0

8 月(次期)繰越金 32,730
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国際会長主題 ：信念のあるミッション

アジア地域会長主題：愛をもって奉仕しよう

東日本区理事主題 ：原点に立って、未来へステップ

関東東部部長主題 ：チェンジ

茨城ワイズ会長主題：「ワイズメンとしての自覚と責任を持って」



The Y’S Men’s Club of IBARAKI

【 茨城ワイズ 7 月例会報告 】

1. ゲストスピーチ

題目「社会福祉協議会の取り組む事業や地域福祉について」

つくば市社会福祉協議会 事業推進室長 飯島 寛宣

1. つくば市社会福祉協議会の概要

法的な位置づけ 所在地 組織図 主な事業の確認

2 主な事業

・地域福祉グループ所管業務 → 高齢福祉事業、障害福祉

事業

・地域支援グループ所管業務 → 地域見守り事業 福祉出

前講座など

・ボランティアセンター所管業務 地域福祉、高齢福祉など

・在宅福祉部ループ所管業務 →子育てサポート 住民参加

型福祉サービス

・地域包括支援センター業務 →介護予防マネジメント等

・総務企画グループ所管業務 →社協会員募集 共同募金助

け合い募金配分

3 つくば市社会協議会の支援サービス・事業などの紹介

・つくばさわやかサービス&住民参加型在宅福祉サービス

・日常生活自立支援事業

・地域見守りネットワーク事業

4 「ふれあいサロン」を始めませんか ？

・ふれあいサロンとは 地域にあった形で自由な発想で活動

が行われます。

・高齢者 障害者 子育て中のお母さんなど 地域の特性を

生かした活動。

5「地域見守りネットワーク事業」の実施。

「ふれあい相談員」や「見守り支援員」の方々と社協が協力

し日常生活の中での「見守り」

2.協議の概要

1 今期の方針について

編集後記を片山会長の今後の方針として 読ませていただ

きました。

2 まつりつくば出店について

出店申し込みについて 8 月 23&23

3 8 月の例会予定と担当者の確認

例会での夕食

【 YMCA 報告 】

◆7 月の報告
1 日 早天祈祷会 大賀・宮田

2 日～3 日 幼保園参観日
6 日 小学生定例野外活動 わいっこクラブ 田島
7 日 中高生活動 ユースクラブ 久米

12 日 幼保園消防署見学
13 日 障がい児者自立支援 たんぽぽクラブ 久米
14 日 アドベンチャーキャンプ下見 池長
15 日 職員礼拝・職員会
16 日～19 日 全国総主事会議 宮田
19 日 二葉幼稚園親子体操 和田
19 日～21 日 野尻リーダートレーニング 久米・和田
20 日～21 日 日本 YMCA 評議委員会 宮田
20 日 東新井児童クラブ総会 池長・木村・倉田
20 日～21 日 児童クラブ高学年お泊り会 池長・木村・倉田
23 日～25 日 幼保園個人面談
27 日野尻キャンプ久米・和田 アドベンチャーキャンプ池長
28 日 高学年野外活動 トムソーヤ 池長

◆8 月の予定
～31 日 児童クラブサマースクール
～10 日 台湾リーダー1 名サマープログラム参加
8 日～9 日 チャレンジキッズキャンプ 大賀
12 日～16 日 休館日
12 日～14 日 キャンプエルマー 池長・久米
16 日～18 日 スマイルキャンプ 和田
22 日～23 日 まつりつくば
27 日 幼保園夏期保育
28 日 東新井センター学童 BBQ
29 日～30 日東新井センター学童 3 年生お泊まり会 池長

○YMCA よりお願い

YMCA 維持会員：ワイズの目的の中に『YMCA の活動を支援

する』となっております。その１つとして YMCA 維持会員に

なっていただいております。まだ維持会員登録をされていない

方は、和田までお申し出ください。維持会員とは、YMCA は会

員団体であり、YMCA は会員に支えられ地域に根ざした活動を

展開しております。YMCA の使命に賛同し、その運動に主体的

に参与し、YMCA の維持発展に寄与することを願う会員です。

〇新館オープン

7 月より新本館オープンとなります。現在は 1 階を事務所と児

童クラブ保育スペースとしての活用、3 階にピアノクラス・英

語クラスの習い事に使用を開始しております。

また、新本館オープンにあたり別館 1 階にて 1・2 歳児保育ク

ラスも開始いたしました。

【 編集後記 】
8 月は戦争に関する話題が毎年多くなるが、今年は、例年と少し

様相が異なるように思う。理由は、政界での混乱に加え世界情勢の

変化のためではないだろうか。平時に平和を叫ぶ事は容易だが、異

常時に平和を叫ぶ事は命がけとなる。

現在の状況の危険なところは、これくらい平気だろうと、安易や

軽率と思われる発言や動きが目立つことだ。彼らがどのように思お

うが、一旦、事が動き出したら誰にも止められない。我々日本人は、

自らの危険な特性を自覚すべきだと思う。

では、このような時代で、我々に何ができるのだろう。デモに参

加するのか。ネットでコメントを書くのか。何処かに意見書を提出

することだろうか。否、むしろ、このような時だからこそ、我々は

騒ぎ立てるよりも、平和を作り出すことに目を向け、弱い方々に着

目していくべきではないだろうか。

このように考えると、我々の働きは小さいものの、教会や YMCA、

そしてワイズの働き・活動を通して平和を作り続けることは非常に

重要なことであり、ここにこそ、我々は力を注いでいくべきではな

いだろうか。(片山)


